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２. 安全度（計画規模） 

 各地点の人口資産の状況、上下流バランス、全国の他の河川での設定値とのバランス等

を考慮し地点ごとに設定。 
表 4 各地点の計画規模 

計画規模検討にあたって 

選定した主要な地点 
計画規模 

枚方 1/200 

宇治 1/150 

加茂 1/150 

島ヶ原 1/100 

羽束師 1/150 

請田 1/100 

 
 

３. 計画降雨量の算出 

 2．で設定した計画規模を踏まえ、各地点の毎年の最大雨量を確率処理して、各地点ごと

の計画降雨量を設定した結果を表５に示す。 
なお、各地点の計画降雨継続時間については以下の理由により従来の日雨量から時間雨

量に変えて設定し、各地点の計画降雨量を算出している。 

 
表 5 各地点の計画降雨量 

計画規模検討にあたっ

て選定した主要な地点 
計画規模 計画降雨量 

枚方 1/200 261mm/24hr 

宇治 1/150 165mm/ 9hr 

加茂 1/150 253mm/12hr 

島ヶ原 1/100 238mm/ 9hr 

羽束師 1/150 247mm/12hr 

請田 1/100 208mm/ 9hr 
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○計画規模降雨を検討するに際して従来の２日雨量から２４時間雨量に変えた理由 

・治水計画の策定にあたっては、計画対象地点毎にその上流域の総降雨量、降雨の時

間分布、空間分布の３つの要素を検討する。ただし、この３つの要素を同時に解析

し、計画降雨を定めることは難しいことから、一般には、降雨の時空間分布を踏ま

えつつ、検討対象時間内の総降雨量に着目し確率統計解析を行う手法を用いている。 
・このような検討を行う際には、ピーク流量に関与する降雨について、２日、２４時

間、１２時間といった降雨の主要な部分を含む一定の期間を設定し確率統計解析を

行うこととなるが、この時に設定する一定期間を「降雨継続時間」としている。 
・計画策定において計画降雨継続時間を定める際には、流域最遠端からの洪水到達時

間、降雨継続時間とピーク流量との相関関係等を勘案して決める必要がある。 
・淀川水系工事実施基本計画時には、時間雨量データがほとんど十分でなかったこと

から、他水系と同様に日雨量データを用い、洪水到達時間を勘案し計画降雨継続時

間として「２日」を採用していたが、その後のデータの蓄積により、時間雨量での

評価ができるようになったため、今般、以下の検討を行い、枚方地点の計画降雨継

続時間として「２４時間」を設定した。 
（１）流域最遠端からの洪水到達時間 

    宇治川、木津川、桂川の各支川ごとに流域最遠端から枚方地点までの洪水到

達時間が６時間～１５時間となっており、最遠端の流域に降った雨がその他の流

域に降った雨を集めて枚方地点のピーク流量を構成していることから、枚方地点

の計画降雨継続時間は１５時間以上で設定することが必要となる。 
 

河川名
最遠端
の流域

最遠端の流域に
おける到達時間

最遠端の流域から枚方
地点までの流下時間

木津川 柘植川 ２ｈ～６ｈ ５ｈ～８ｈ

桂川 周山残 ２ｈ～６ｈ ４ｈ～９ｈ

宇治川 大戸川 ２ｈ～６ｈ ５ｈ～７ｈ

最遠端の流域から
の洪水到達時間

７ｈ～１４ｈ

６ｈ～１５ｈ

７ｈ～１３ｈ

 
 
 

（２）降雨継続時間とピーク流量との相関関係 
          ピーク流量と最も相関性の高い降雨継続時間を算出するため、短時間雨量とピ

ーク流量の相関解析を実施したところ、特定の継続時間について優位な差はな

い。 
 枚方地点流量ピークと各継続時間の相関度比較
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４．対象降雨（群）の選定 

・対象降雨（群）の選定にあたっては、雨量の大きい洪水および流量（ダムによる洪水調

節がなく、氾濫がないと仮定した場合の流量）の大きい洪水から上位の洪水を選定する

ことが一般的である。 
・淀川は、東西、南北に大きく広がる流域を持ち、三川が枚方の上流で合流するという地

形的特徴を有している。このため、枚方地点で計画を立案する際に、雨量・流量の上位

から多くの洪水を選定すれば、カバーできる洪水のパターンを増やすことになる一方で、

降雨分布が地域的、時間的に偏った洪水を含むことになる。また、雨量・流量の上位か

らの選定を少なくすれば、降雨分布が地域的、時間的に偏った洪水を除外できる一方で、

淀川流域で甚大な被害をもたらした洪水のパターンを除外することになる。 
・雨量・流量の上位５洪水を選定するとしたならば、引伸率は１．７倍であり、引伸しに

関する限度の一つの目安となっている２倍の中に収まっている。ここで、雨量・流量の

上位から５位よりも多くの洪水を選定したならば、徐々に大きな引伸率となる洪水を選

定することになる。例えば、宇治地点での流量が６位となっている昭和６０年６月豪雨

のように短期間に集中する雨によってピーク流量が大きくなる降雨を対象として検討

することになる。この時間的に集中しているという偏りを持った降雨パターンを用いて

総降雨量が計画降雨量となるように宇治上流域の対象降雨を検討すると、２倍を大きく

上回る引伸率を設定せざるをえず、結果として極めて大きな流量をもたらす降雨を想定

することになる。また、枚方地点での流量が１０位となっている昭和３６年６月豪雨の

ような宇治川流域に集中的に降り、木津川、桂川流域においては少量の雨しか降ってい

ない降雨を対象として検討することになる。この降雨パターンを用いて枚方上流域の流

域平均雨量が計画降雨量に相当する対象降雨を検討すると、枚方上流域を全体として見

た場合に地域的に偏りがあるため、枚方上流域全体に大きな引伸率を設定せざるをえず、

結果として宇治川流域にだけ極めて大きな降雨を想定することになる。 
・また、仮に、雨量・流量の上位３洪水を選定するとしたならば、死者・行方不明者２３

名、家屋の全壊流失が約１５０戸に及ぶ大災害をもたらした著名な洪水である昭和３４

年台風７号が、枚方上流域の雨量で４位、流量で７位となっていることから、対象洪水

から除外されてしまうことになり、再度災害の防止の観点から問題となる。 
 ・このような検討結果から、淀川水系においては、雨量上位５位または流量上位５位を

選定の対象にした。なお、淀川の治水計画を立案する上で設定した６地点の各地点で雨

量５位、流量５位を選んだ結果、淀川水系における検討対象洪水としては、著名な洪水

を含む１２洪水を対象とすることになる。 
 
  計画降雨継続時間内における降雨量の上位 5 位及び当該降雨による流量上位 5 位（洪

水調節施設がなく、氾濫もない状態での流量）を表 6 の通り抽出。 
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表 6 対象降雨（群）の選定（一次選定） 

 (雨量：mm  整数値で四捨五入) 

 
 
 
 
 
 
 
 

○対象洪水選定（雨量５位）
計画規模検討にあたっ
て選定した主要な地点 1位 2位 3位 4位 5位

222 209 194 188 180
昭和28年台風13号 昭和57年台風10号 昭和36年10月豪雨 昭和34年台風7号 昭和34年台風15号

161 128 127 125 124
昭和28年台風13号 昭和47年台風20号 昭和28年8月豪雨 昭和40年台風24号 昭和36年10月豪雨

208 186 184 183 171
昭和34年台風15号 昭和28年台風13号 昭和57年台風10号 昭和36年10月豪雨 昭和37年台風14号

204 196 185 167 167
昭和37年台風14号 昭和28年台風13号 昭和34年台風15号 昭和36年10月豪雨 昭和28年8月豪雨

240 195 174 161 145
昭和35年台風16号 昭和34年台風7号 昭和28年台風13号 昭和47年台風20号 平成16年台風23号

198 174 154 152 143
昭和35年台風16号 昭和28年台風13号 昭和47年台風20号 平成16年台風23号 昭和40年台風24号

枚方(24hr)

宇治(9hr)

加茂(12hr)

島ヶ原(9hr)

羽束師(12hr)

請田(9hr)

 (流量：m3/s  100m3/s 単位で四捨五入) 

 
 
 
 
 
 
 

 

○対象洪水選定（流量５位）
計画規模検討にあたっ
て選定した主要な地点 1位 2位 3位 4位 5位

12,100 9,900 8,800 8,600 8,400
昭和28年台風13号 昭和34年台風15号 昭和40年台風24号 昭和36年10月豪雨 昭和57年台風10号

2,100 1,700 1,300 1,200 1,000
昭和28年台風13号 昭和40年台風24号 昭和57年台風10号 昭和36年6月豪雨 昭和34年台風7号

7,800 7,700 6,000 5,600 5,400
昭和28年台風13号 昭和34年台風15号 昭和40年台風24号 昭和36年10月豪雨 昭和57年台風10号

3,700 3,300 2,800 2,800 2,600
昭和28年台風13号 昭和34年台風15号 昭和40年台風24号 昭和47年台風20号 昭和36年10月豪雨

4,400 4,100 3,200 3,200 3,000
昭和28年台風13号 昭和35年台風16号 昭和34年台風7号 昭和40年台風24号 平成16年台風23号

3,500 3,300 2,500 2,500 2,300
昭和28年台風13号 昭和35年台風16号 昭和40年台風24号 平成16年台風23号 昭和47年台風20号

枚方

宇治

加茂

島ヶ原

羽束師

請田

 
次に雨量上位 5 位または流量上位 5 位のいずれか一方にでも抽出された洪水を、各地点

の対象降雨（群）として選定（３８洪水）。 
 

表７ 対象降雨（群）の選定（二次選定） 

 ○計

 
 
 
 

画規模検討にあたって選定した主要な地点の対象洪水

枚方 昭和28年台風13号 昭和34年台風7号 昭和34年台風15号 昭和36年10月豪雨 昭和40年台風24号 昭和57年台風10号

宇治 昭和28年8月豪雨 昭和28年台風13号 昭和34年台風7号 昭和36年10月豪雨 昭和36年6月豪雨 昭和40年台風24号 昭和47年台風20号 昭和57年台風10号

加茂 昭和28年台風13号 昭和34年台風15号 昭和36年10月豪雨 昭和37年台風14号 昭和40年台風24号 昭和57年台風10号

島ヶ原 昭和28年台風13号 昭和34年台風15号 昭和36年10月豪雨 昭和37年台風14号 昭和40年台風24号 昭和47年台風20号 昭和28年8月豪雨

羽束師 昭和28年台風13号 昭和34年台風7号 昭和35年台風16号 昭和40年台風24号 昭和47年台風20号 平成16年台風23号

請田 昭和28年台風13号 昭和35年台風16号 昭和40年台風24号 昭和47年台風20号 平成16年台風23号

 

 

５．計画対象降雨（群）の算出 

２．で求めた計画降雨量を４．で選定した対象降雨（群）にあてはめて、計画対象降雨

（群）を算出した結果を表 8 に示す。 
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表 8 地点別計画対象降雨（群）一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭和28年台風13号 昭和34年台風7号 昭和34年台風15号 昭和36年10月豪雨 昭和40年台風24号 昭和57年台風10号

222mm 188mm 180mm 194mm 169mm 209mm

1.18倍 1.38倍 1.45倍 1.35倍 1.55倍 1.25倍

昭和28年8月豪雨 昭和28年台風13号 昭和34年台風7号 昭和36年10月豪雨 昭和36年6月豪雨 昭和40年台風24号 昭和47年台風20号 昭和57年台風10号

127mm 161mm 107mm 124mm 104mm 125mm 128mm 124mm

1.30倍 1.02倍 1.54倍 1.33倍 1.59倍 1.32倍 1.29倍 1.34倍

昭和28年台風13号 昭和34年台風15号 昭和36年10月豪雨 昭和37年台風14号 昭和40年台風24号 昭和57年台風10号

186mm 208mm 183mm 171mm 171mm 184mm

1.36倍 1.22倍 1.38倍 1.48倍 1.48倍 1.38倍

昭和28年台風13号 昭和34年台風15号 昭和36年10月豪雨 昭和37年台風14号 昭和40年台風24号 昭和47年台風20号 昭和28年8月豪雨

196mm 185mm 167mm 204mm 161mm 161mm 167mm

1.21倍 1.29倍 1.42倍 1.17倍 1.48倍 1.48倍 1.43倍

昭和28年台風13号 昭和34年台風7号 昭和35年台風16号 昭和40年台風24号 昭和47年台風20号 平成16年台風23号

174mm 195mm 240mm 145mm 161mm 145mm

1.42倍 1.27倍 1.03倍 1.71倍 1.53倍 1.70倍

昭和28年台風13号 昭和35年台風16号 昭和40年台風24号 昭和47年台風20号 平成16年台風23号

174mm 198mm 143mm 154mm 152mm

1.20倍 1.05倍 1.45倍 1.35倍 1.37倍

261mm
枚方
(24h)

宇治
(9h)

165mm

加茂
(12h)

253mm

島ヶ原
(9h)

238mm

羽束師
(12h)

247mm

請田
(9h)

208mm

 
 
 
 

６．基本高水・計画高水検討時の上下流バランスの考え方 

・淀川水系河川整備基本方針においては、「本来中上流で氾濫していた洪水を堤防によっ

て人為的に下流に集めていることに鑑み、上流で安全に流下させた洪水は下流において

必ず安全に流下させる。」という上下流バランスの確保を基本命題の一つとしている。 
・具体的には、まず、基準地点である下流地点（枚方）の基本高水のピーク流量を

17,000m3/s とした。その理由は、従来計画で 17,000m3/s としており、策定以降もこ

れを上回る洪水が発生していないことや、流量確率、歴史洪水等の観点から見ても

17,000m3/s は過小でも過大でもないから基本方針においてもこれを踏襲した。 
・次に、中流地点（宇治、加茂、羽束師）における基本高水のピーク流量の設定にあた

っては、上下流バランス確保のための基本命題に対応するための方策として、下流側

の地点における基本高水のピーク流量を設定した上で、上流側の地点の基本高水が下

流側の地点を通過する際の流量が下流側で設定した基本高水のピーク流量を超過しな

いようする方法を採用するため、以下の２つの条件を設定した。 
・ 当該洪水による枚方の流量が 17,000m3/s を超過する場合はその洪水を検討の対

象から除外。 
・ 桂川及び木津川が淀川の流量の大部分を構成することを踏まえ、加茂、羽束師に

おいて表 10 のとおり上限値を設定し、これを超える場合はその洪水を検討の対

象から除外（例えば、桂川、木津川においてそれぞれ独立して基本高水のピーク

流量を設定した場合、各支川流域に大きく偏った降雨で支川の基本高水のピーク

流量が設定されることとなり、検討対象外の洪水パターンでは、両支川で基本高

水のピーク流量を超過しないにもかかわらず、枚方の流量が 17,000m3/s を超過

することがありうると考えられる。そのため、流域に一様に降雨があり枚方地点
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において戦後最大の流量を観測した昭和２８年台風１３号型の洪水パターンで

枚方地点 17,000m3/s となる加茂及び羽束師地点の通過流量を算定し、これを上

限値として設定）。 
 

表９ 昭和２８年台風１３号による枚方地点の基本高水のピーク流量が 17000m3/s となる 

洪水における、加茂地点および羽束師地点の基本高水のピーク流量の上限値（m3/s） 

地点 加茂 羽束師 

基本高水の上限値 10,570 6,072 

 
・同様に、上流地点（島ヶ原、請田）における基本高水のピーク流量についても、当該洪

水による中流地点の流量がその地点で設定された基本高水のピーク流量を超過する場

合はその洪水を検討の対象から除外した。 
 
・このように下流側を潜在的に危険にする洪水を予め基本高水の検討の対象から除外し

たことから、各地点における計画規模洪水群は全て、その下流側で安全に流下させる

こととした。 

 
７．基本高水のピーク流量の設定 

上記 5．の基本高水・計画高水検討時の上下流バランスの確保の考え方を踏まえ、 
・中流地点（宇治、加茂、羽束師）における基本高水のピーク流量の設定にあたり、枚

方通過流量が、枚方地点で設定した基本高水のピーク流量 17,000m3/s を超過しない洪

水を対象とし、加茂：昭和 28 年台風 13 号、羽束師：昭和 28 年台風 13 号・昭和 40
年台風 24 号を検討対象から除外 

・昭和 28 年台風 13 号洪水による枚方地点の流量が 17,000m3/s となるときの加茂、羽束

師地点の通過流量を、それぞれの地点における基本高水のピーク流量の上限値として

設定し、羽束師：平成 16 年台風 23 号を検討対象から除外。 
・上流地点（島ヶ原、請田）における基本高水のピーク流量の設定にあたり、中流地点

の通過流量が、中流地点で設定した基本高水のピーク流量を超過しない洪水を対象と

し、島ヶ原：昭和 34 年台風 15 号を検討対象から除外。 
 
 上記により検討対象は 33 洪水となる。 
さらに上記を踏まえた各地点における基本高水のピーク流量の計算結果を表 12 に、当該

計算結果を踏まえて基本方針において決定した各地点における基本高水のピーク流量を表

13 に示す。 
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表 10 基本高水ピーク流量の検討 

 
 

表 11 基本高水ピーク流量一覧 
 
 

 

 

 

 

地点 枚方 宇治 加茂 島ヶ原 羽束師 請田

基本高水ピーク流量（㎥/s） 17,000 2,400 10,500 4,800 5,900 4,400
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８．計画高水流量の設定 

・上記６．の基本高水・計画高水検討時の上下流バランスの確保の考え方を踏まえ、計

画高水流量の設定においては、基本高水の検討時に下流側を潜在的に危険にする洪水

を予め検討の対象から除外したことから、各地点における計画規模洪水群（３３パタ

ーン）は全て、その下流側で安全に流下させることとした。 

・計画高水流量は、基本高水を合理的に河道、洪水調節施設等に配分して決定した。な

お、計画高水流量の決定に際しては、既設洪水調節施設の配置状況および新規建設の

可能性、現在の河道改修状況や分流の可能性、河川沿川の現在および将来にわたる地

域開発の状況、超過洪水への対応、事業実施による効果、維持管理の難易等について

検討した。 

 ・具体には、淀川下流においては、枚方地点の計画規模の降雨（枚方上流域１／２００）

による流量だけでなく、上流各地点の計画規模の降雨による枚方地点における通過流

量も含めて、安全に流下させることができるように計画。 

・また、中流、加茂、羽束師地点については、加茂、羽束師地点の計画規模の降雨（加

茂上流域１／１５０、羽束師上流域１／１５０）による流量だけでなく、それぞれの

上流の島ヶ原、請田地点の計画規模の降雨による加茂、羽束師地点における通過流量

も含めて、安全に流下させることができるように計画。 

・計画高水流量の計算結果を表 12 に示す。また、当該計算結果を踏まえて設定した各地

点における計画高水流量を表 13 に示す。 
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表 12 計画高水流量の検討 

 

昭和２８年台風１３号 1.18 10,403 1,500 5,911 3,611 4,640 3,038

昭和３４年台風 ７号 1.38 10,009 1,354 5,914 3,751 4,554 2,304

昭和３４年台風１５号 1.45 10,379 942 7,650 3,910 3,375 2,234

昭和３６年１０月豪雨 1.35 10,078 1,171 6,148 3,582 3,076 1,969

昭和４０年台風２４号 1.55 9,884 1,353 5,953 3,913 4,560 3,168

昭和５７年台風１０号 1.25 8,102 1,308 5,310 2,819 1,784 1,413

昭和２８年８月豪雨 1.30 5,001 913 4,511 2,964 545 329

昭和２８年台風１３号 1.02 8,575 1,425 5,071 2,921 3,717 2,582

昭和３４年台風7号 1.54 10,341 1,373 6,303 4,235 3,916 2,441

昭和３６年６月豪雨 1.59 6,640 1,335 3,334 1,289 2,225 1,200

昭和３６年１０月豪雨 1.33 8,966 1,045 5,594 3,210 2,867 1,886

昭和４０年台風２４号 1.32 8,011 1,238 4,941 2,954 3,782 2,698

昭和４７年台風２０号 1.29 9,269

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

表 13 計画高水ピーク流量一覧 
 
 
 
 
 
 
 

1,433

6,170 3,641

11,983 5,276

3,419

4,892 2,827 3,909 2,347

昭和５７年台風１０号 1.3 5,290 2,864 1,701 1,399

昭和２８年台風１３号 1.3 12,245 1,562 6,689 4,213 5,365 3,456

昭和３４年台風１５号 1.2 759 3,126 2,358 1,575

昭和３６年１０月豪雨 1.3 1,175 3,562 2,998 1,960

昭和３７年台風１４号 1.4 907 3,915 276 217

昭和４０年台風２４号 1.4 1,307 3,518 4,314 3,017

昭和５７年台風１０号 1. 1,314 1,899 1,546

昭和２８年８月豪雨 1. 936 608 362

昭和２８年台風１３号 1. 1,503 4,597 3,055

昭和３４年台風１５号 1. 791 2,525 1,693

昭和３６年１０月豪雨 1. 1,165 2,910 1,934

昭和３７年台風１４号 1. 707 209 157

昭和４０年台風２４号 1. 1,306 4,297 3,011

昭和４７年台風２０号 1. 1,431 4,168 2,538

昭和２８年台風１３号 1. 2,051 6,875 4,376 3,655

昭和３４年台風 ７号 1. 1,326 5,341 3,251 2,130

昭和３５年台風１６号 1. 271 828 513 2,043

昭和４０年台風２４号 1. 1,370 6,413 4,341 3,496

昭和４７年台風２０号 1.5 1,503 5,813 3,611 3,084

平成１６年台風２３号 1.70 9,354 1,157 3,084 1,355 5,922 4,565

昭和２８年台風１３号 1. 1,499 5,867 3,585

昭和３５年台風１６号 1. 272 824 513

昭和４０年台風２４号 1. 1,303 5,312 3,317

昭和４７年台風２０号 1. 1,450 5,038 2,943

平成１６年台風２３号 1. 842 2,377 952

羽束師
247mm/12h

請田
208mm/9ｈ

洪水名

枚方
261mm/24ｈ

加茂
253mm/12h

宇治
165mm/9ｈ

島ヶ原
238mm/9ｈ

倍率 羽束師 請田枚方 宇治 加茂 島ヶ原

4 7,905 1,300

6

2 7,846

8 9,847

8 6,521

8 9,104

38 8,419

43 5,639

21 10,331

5,210

6,097

6,113

5,540

5,550

4,993

5,915

3,063

3,386

3,625

29 8,191

42 9,815

17 4,892

48 8,953

48 10,221

5,360 3,314

4,721 2,763

5,438 3,431

5,499 3,434

42 13,032

27 8,762

03 3,911

5,678

4,056

2,951

71 10 646

3

5,045

20 10,237

05 3,947

45 8,755

35 9,725

37 6,787

4,549 3,028

2,975 2,056

4,196 2,946

4,198 2,527

4,321

地点 枚方 宇治 加茂 島ヶ原 羽

計画高水ピーク流量（㎥/s） 12,000 1,500 6,200 3,700 5,

束師 請田

300 3,500
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○計画高水流量を決定している等の主要な洪水の降雨分布は以下のとおりである。 

 

昭和 28 年台風 13 号          昭和 47 年台風 20 号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
昭和 34 年台風 15 号          昭和 35 年台風 16 号 
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昭和 36 年 10 月豪雨          昭和 40 年台風 24 号 

 
 
 
 
 
 
 
 

 




